

































る社会学の概説書、『社会学』（第 7版）の序論で、今日の社会学の最重要課題として 3 つの
テーマを掲げている［Giddens and Sutton 2013: ix。ギデンズ 2009（2006）15-17参照］。それ

































































































































もなうという意味で）、2011 年の 9 月にアメリカのウォール・ストリートの占拠運動
（Occupy Wall Street Movement）として始まり、その後またたく間にヨーロッパや南米に拡
大していった占拠運動（occupy movements）が挙げられるという。アメリカで大統領選の時
期に出没する金満政治家を揶揄する運動（「ブッシュを支持する百万長者 Billionaire for
Bush」、2004 年、「ミット・ロムニーを支持する億万長者 Multi-Millionaires for Mitt」、2012












































つ、身近なローカルな場で行動する」（Think globally, act locally）という意味で、グローカル
という言葉が引き合いに出されることがある。他方、大学教育の場などで「グローバル人材」
の養成や必要性が喧伝されている昨今、「ローカルな場でしっかりと考えて［学んで］、グロー
























































































検討し（第 1 章：川田論考）、また、アメリカ西海岸カリフォルニアの日系企業（第 2 章：佃
論考）やハワイの沖縄系アメリカ人移民社会（第 3 章：西原論考）、ハワイ王国の末裔たちが
繰り広げる「ハワイ王国復興運動」（第 4 章：Riches 論考）、さらには国連等で世界的に喧伝
されている開発理論等において見られるグローバル化とローカル化の絡み合いを明らかにする























































































3) 『社会学』（第 7版、2013 年刊）で初めて取り上げられた第 3番目のテーマ、「社会格差」は、『社会学』
（第 6版、2009 年刊）の主要テーマ、「ジェンダーをめぐる諸問題」（issues of gender）に置き換わる形で
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